




















全集には、1813 年の初版ではなく、約 1.7 倍に増補された









































































































































































ドレスデン王立図書館蔵書貸出記録表紙（左）および、1814 年 11 月 24 日付ショーペンハウアーの貸出記録記載部分（右← 2 行）















































































































（1） Der junge Schopenhauer. Genese des Grundgedankens der 










pp. 2 ～ 22
（2）「パルジファル ― 近代市民社会の中でのミットライト」『ショーペ





全 3 巻、中公クラシックス、2004 年





Die Welt als Wille und Vorstellung: vier Bücher, nebst einem Anhange, 
der die Kritik der Kantischen Philosophie enthält , von Arthur Schopenhauer.
Leipzig: F. A. Brockhaus, 1819.
